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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A02 
◯◯のメディア論

後期 A16 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 自分の思考を顕し, フィードバックする

3



前期概要
‣ 個人の思考の発見 

‣ 各自の考えを聞いて社会を作ろうとする流れ 

‣ Q. 自分は自分の考えを把握できているか？ 

‣ A. できていない. その手段が不足している 

‣ 個人の尊重は良いが, 自身の無理解が問題になる
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既知と未知の自分
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誰もが知る自分 
自 既知 
他 既知

自分だけが知る自分 
自 既知 
他 未知

自覚のない自分 
自 未知 
他 既知

誰も知らない自分 
自 未知 
他 未知

‣ ジョハリの窓による4つの区分. 左側領域を増やしたい



既知の自分をふやす
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誰もが知る自分 
自 既知 
他 既知

自分だけが知る自分 
自 既知 
他 未知

自覚のない自分 
自 未知 
他 既知

誰も知らない自分 
自 未知 
他 未知

‣ 既知部分を増やすと思考の把握が進む. どうすると増やせるのか?



ノートを書く
‣ 思考のアウトプット = 自分の可視化 

‣ ノートには存外気づかされる. セルフフィードバックが発生する
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自分の思考の出力 
イメージ・構成・表現

ふわっとした 
自分の思考

頭の中

ノート

ノートを見る

ノートを書く



ノートを通した思考の研磨
‣ ノートの頭の中の思考を更新 

‣ さらにノートを繰り返すと自分の思考の見通しがよくなる
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より明らかな出力 
より自分らしい表現

見通しがよくなった 
自分の思考

頭の中

ノート

繰り返し見る

繰り返し書く



まとめ

‣ 個人の思考は重要だが, 思った以上に不明瞭 

‣ 自分自身の思考の把握を広げていくことが大事 

‣ ノート 

‣ 考えていることのアウトプット 

‣ アウトプットを見ると気づくことが多い 

‣ 繰り返すことで自分の思考を明らかにしていける
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本日の議論・考察一助

a. ノートを始めるきっかけはどう掴もうか 

b. ノートの他, 自分の思考をクリアにする方法はなんだろうか 

c. 具体的にどのようなノートをつくるかの議論
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次回予定

メディア実装2 
「メッセージング」主客を交差させる 
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